
三
　
終
戦
後
、
東
京
岩
中
会
が
復
活
し
て
、
警
固
の
会
合
を
三
田
商
店

楼
上
で
開
い
た
の
は
、
二
十
六
年
の
秋
だ
つ
た
と
思
う
。

当
時
未
だ
大
学
生
だ
っ
た
藤
村
撃
こ
、
小
山
膠
、
布
原
隆
司
・
佐
藤

頓
－
正
也
の
四
君
が
、
童
に
な
っ
て
埜
蒜
窓
生
の
名
簿
作
製
と
云
う
面
倒

な
仕
事
を
完
成
し
、
松
田
現
幹
事
長
の
助
胃
と
同
会
々
長
で
あ
る
三
田

理
事
長
の
援
助
と
に
よ
っ
て
．
復
活
茄
一
同
の
会
合
を
開
い
た
も
の
で

申
　
す
。

Ul夢五回東京岩中骨に出席して

以
東
事
拝
所
を
三
甲
商
店
東
京
支
店
（
中
央
区
日
本
橋
小
網
聖
ノ

三
）
に
お
き
、
会
彗
幹
市
長
の
指
導
の
下
に
、
佐
々
木
久
志
・
八
重

椎
昌
宏
、
佗
々
木
敬
】
．
山
館
彊
甲
、
m
村
薄
細
君
と
云
う
よ
い
後
継

者
が
現
わ
れ
て
、
此
の
度
第
五
回
の
給
金
を
開
い
た
訳
で
す
。
そ
の
間

い
つ
も
案
内
状
を
晒
放
し
て
い
た
の
で
す
が
、
色
々
な
都
合
で
即
席
出

来
ず
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
処
が
、
今
回
幸
に
も
出
席
す
る
械
会
を

得
て
、
実
に
愉
快
な
一
夕
を
過
す
こ
と
が
川
乗
ま
し
た
。

当
日
、
零
内
秋
に
は
「
開
会
は
五
時
で
あ
る
が
四
時
頃
か
ら
来
て
会

員
同
志
の
懇
談
を
歓
迎
す
る
。
」
と
あ
っ
た
の
で
、
正
四
時
会
場
で
あ

る
Y
M
C
A
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
が
、
未
だ
誹
も
来
て
い
な
い
。
「
こ
り

ゃ
、
盛
岡
時
桐
か
な
」
と
思
っ
て
い
る
矢
先
、
田
村
毒
封
が
現
わ
れ
て

快
の
心
配
を
吹
飛
し
て
呉
れ
た
。

惧
し
い
顔
が
雪
に
や
っ
て
来
る
。
大
学
生
前
七
ケ
月
の
フ
レ
ッ
う

ユ
マ
ン
も
結
構
立
派
な
大
学
生
振
り
で
1
－
お
互
い
に
交
わ
す
話
の
内

容
も
亦
そ
の
用
語
も
全
く
立
沢
な
大
学
生
で
ー
如
何
に
も
綬
刺
と
し

て
東
t
そ
う
で
あ
る
。

や
が
て
開
会
の
辞
に
次
ぎ
、
僕
に
「
何
か
話
し
を
」
と
の
こ
と
、
こ

ん
な
こ
と
も
あ
る
も
の
と
、
色
々
準
備
し
て
来
た
の
だ
が
、
時
間
も
気

に
な
る
し
、
七
面
倒
な
話
も
如
何
か
と
思
わ
れ
て
、
お
願
い
だ
け
二
つ

・
1
図
書
の
寄
附
と
、
来
季
二
月
の
受
験
生
の
世
話
と
　
ー
　
し
て
、
相

姦
ら
す
の
無
作
法
な
教
師
振
り
を
亮
卸
し
た
炎
熱
で
す
。
次
い
で
、
そ

の
頃
、
出
席
さ
れ
た
理
事
長
よ
り
、
英
国
の
カ
レ
ツ
ヂ
ラ
イ
フ
の
「
自

由
と
規
律
」
と
云
っ
た
よ
う
な
お
話
が
あ
っ
て
、
出
鹿
者
一
同
得
る
処

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

又
当
夜
は
、
旧
職
員
南
部
．
梅
原
両
先
生
が
．
岩
中
在
職
当
時
の
懐

古
談
を
披
露
さ
れ
ー
私
は
、
私
な
り
に
愉
快
な
懐
し
い
恩
出
に
耽
り

ま
し
た
。
椀
い
て
、
同
窓
生
が
一
人
宛
立
っ
て
の
自
己
舶
介
は
夷
に
痛

快
。
控
目
な
の
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
友
人
1
盲
の
賞
華
的
補
足
が
続
き
、

自
己
宣
伝
が
あ
れ
ば
、
ど
っ
と
野
次
が
飛
ぶ
と
云
う
具
合
で
、
誠
に
和

か
な
．
且
つ
は
盛
大
な
も
の
で
し
た
。
話
は
つ
き
す
、
－
わ
け
て
も

両
先
生
始
め
石
沢
、
任
や
木
両
君
と
は
十
数
年
振
り
の
面
談
の
こ
と
と

て
、
お
互
■
に
持
し
た
い
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
が
山
稜
あ
っ
た
の
だ
が

そ
の
夜
七
時
牛
の
汽
串
で
、
東
京
を
た
つ
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、
文

字
過
少
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
ー
会
牛
ば
に
し
て
、
失
乱
し
て
来

ま
し
た
。

聞
け
ば
、
在
京
の
同
窓
生
は
、
献
金
入
学
生
を
合
せ
て
百
二
三
十
人

ぁ
る
と
か
、
そ
し
て
此
の
会
も
回
を
重
ね
る
毎
に
、
川
席
者
が
希
え
、

今
回
は
遅
参
者
を
加
へ
る
主
ハ
十
名
を
超
え
る
盛
況
で
あ
っ
た
と
か
、

東
京
岩
中
金
に
限
ら
ず
、
岩
泉
、
松
尾
始
め
各
地
に
散
在
す
る
ど
の
岩

中
会
に
出
席
し
て
も
．
同
窓
生
諸
君
が
、
誠
に
豊
か
な
気
梓
で
敢
会
に

奉
仕
し
て
い
る
番
に
接
し
て
、
本
校
創
立
の
趣
旨
が
着
々
と
実
現
し
て

行
く
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

倫
当
日
同
窓
生
諸
君
よ
り

⑳
伝
統
の
ラ
グ
ビ
ー
は
も
つ
と
活
躍
し
て
欲
し
い
。

⑧
東
京
の
大
学
を
受
傲
す
る
者
は
、
ど
し
く
自
分
蓮
を
利
用
し

て
欲
し
い
。
川
来
る
丈
の
こ
と
は
す
る
か
ら
。

と
云
う
在
校
生
へ
の
伝
雷
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
日
‖
席
の
方
々
の
芳
名
を
記
し
て
、
東
成
岩
中
会
の
一

盾
の
発
展
を
新
山
毒
す
。

三
門
理
事
長
．
南
部
五
郎
、
梅
原
依
太
郎
輌
先
生
、
一
同
生
山
松
m

巌
堆
、
石
井
律
邸
、
八
回
生
…
石
沢
勉
、
佐
々
木
藤
二
、
十
回
生
n
鳥

谷
諒
、
十
三
回
生
Ⅵ
大
西
博
、
十
六
回
生
甘
牟
岐
鹿
横
、
十
七
回
生
＝

野
鳥
磯
夫
、
青
田
弘
、
新
高
一
回
生
＝
小
山
膠
、
佐
藤
正
也
、
二
回
生

”
小
沢
彪
、
佐
々
水
陸
苛
、
日
野
沢
進
、
三
回
生
u
小
円
島
尻
、
葛
西

直
和
、
佐
々
永
久
点
、
藤
沢
和
夫
、
村
井
弘
殉
、
四
回
生
Ⅶ
根
本
俊
男

今
野
文
椛
、
坂
入
希
一
、
佐
々
兼
敏
二
、
佐
藤
友
党
、
洞
沢
敬
書
、
八

r山・」一㌧もh
／璽
梯
摺
宏
、
山
舘
謹
平
、
加
藤
茂
夫
、

五
回
生
＝
安
西
弘
次
、
石
川
素
平
・

小
笠
原
達
夫
、
小
田
島
康
雄
、
工
藤
促
音
、

昆
晃
、
高
橋
哲
夫
、
田
村
蒔
、
楠
木
東
洋
、

膚
欄
篤
信
、
升
内
患
樹
．
村
上
昇
、

村
井
良
知
、
書
円
弘
悦
、
青
田
勉
、

新
中
三
回
生
1
－
荒
谷
栄
点
、
金
野
浄
裕


